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木質バイオマス燃料等の安定的・効率的な供給・利用システム構築支援事業／新たな燃料ポテンシャル（早生樹等）を開拓・利用可能とする
“エネルギーの森”実施事業

無人全木材伐倒・搬出車両「ティラノロボ」の開発・実証

松本システムエンジニアリング株式会社 代表取締役社長 松本 良三
連絡先：zaurusu@matsumoto814.com 092-931-5111

■事業の目的
木質バイオマス発電に係る事業の持続性に資するためには、バイオマス燃料の安定的・効率的な供給
システムの構築が必要である。しかし、現在の供給システムでは木々の伐採からチッパーへの投入までの
行程に多くの人手が関わっていて効率が低く、さらに林業では労働災害が最も発生しやすい工程でも
あって、作業効率の点だけではなく、作業者の安全性からも問題となっている。
上記問題を開設するため、作業者１人１日の木材搬出量を現状の５～１０㎥から５０～８０㎥
に大きく向上させると共に、作業者の死傷事故を０とする無人全木材伐倒・搬出車両「ティラノロボ」を
開発する。

■ティラノロボの概要

■2025年の成果
本開発機の全体設計・機械部品の製作図面作図を行った。2026年度から機械部品の製作及び
ソフトウェアの開発を開始。

■今後の取組
2026年度 開発機を完成させて、基本動作確認試験と調整作業まで実施
2027年度 全国５ヶ所（北海道・秋田県・栃木県・岡山県・大分県）の林地で評価試験を実施

■実用化の見通し
事業終了後、全国での評価試験で得られた知見をフィードバックして改良を行った上で2028年度第３
四半期以降に受注生産を開始する予定。その後３～４年をかけて量産体制を整えていく。
販売価格は現在のところ５千万円を想定。

諸元

車体寸法 長さ 7540mm

幅 2400mm

高さ 2920mm

最低地上高 600mm

履帯幅 600mm

履帯接地長 2700mm

車体重量 16000kg

エンジン 出力 129.4kw（175PS）

走行装置 方式 油圧式

駆動力 16000kgf

最高速度 14km/h
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